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このほど大海寺野地内(上野方〉に市営住宅20戸
(5戸建4棟〉が 1.260万円で建設されることにな
り、来春完成をめざし工事はいま急ピッチですす
められています巴
私たちが生活する上に欠くことのできない住宅
は、全国で約300万戸も不足しているといわれ、国
でも長期計画をたて、その解消につとめています。
当市の市営住宅も現在まで 590戸が建設され、
約2.300人が入居していますが、市でも国の施策
と相まって住宅を建設する計画をたてています。

報広

入
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者

発行所

富山県魚津市役所
編集発行人高瀬善一郎

〈毎月 1日発行〉
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上
野
万
地
区
に
市
営
住
宅
二

O
戸
を

建
設
中
で
す
が
、
来
春
完
成
し
ま
す
の

で
、
次
の
よ
う
に
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
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の
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日
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で
申
込
み
を
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く
だ
さ
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造
、
戸
数

・
第
一
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易
耐
火
構
造
平
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建
、
一

O
戸
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三
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平
方
メ
ー
ト
ル
、

六
畳
、
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・
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三
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、
台
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そ
の
他
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時
期

2
月
末
予
定

マ
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市
内
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住
所
ま
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勤
務
場
所
を
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す
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も
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・
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
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と
す
る
親

族
の
あ
る
も
の

・
次
に
か
か
げ
る
基
準
の
収
入
が
あ
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と
と
(
所
得
証
明
書
の
添
付
が
必
要
)
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第
一
種
市
営
住
宅
に
つ
い
て
は

入
居
の
申
込
み
を
し
た
日
に
お
い
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て
、
一
一
万
円
を
こ
え
、

三
万
六
千
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下
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あ
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と
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小浜印刷所

人口のうごき

出生 47人
死亡 25人
婚姻 51組
離婚 2件

ま
す
か
ら
入
居
を
希
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す
る
住
宅
の

種
別
を
明
記
し
て
管
理
係
に
出
し
て

く
だ
さ
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。
な
お
申
込
み
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際
に
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米
穀
通
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ち
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ま
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。

申
込
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多
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、
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開
抽
選
と

し
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。
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ら

な

い

こ

と、

被
保
険
者
七
人
、

市
民
税
の
諜
一

川

こ
れ
か
ら
住
宅
を
新
築
さ
れ
る
方

税
標
準
が
一
六

O
、

0
0
0円
の
一

l
寄

生

虫

検

査

の

結

果

を

通

知

!

山

ゃ

ま

だ

申

請
書
を
出
し
て
い
な
い
方

世
帯
で
は
、
均
等
割
額
で
九
六

O
一

川

は

、

次

の

こ

と

に

ど

留

意

の

上

、

円
、
世
帯
別
平
等
割
額
で
二
八

O
一
寄
生
虫
を
な
く
す
る
目
的
で

H
月
に
の
で
、
通
知
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
早

川

「
確
認
申
請
書
」
を
必
ず
市
役
所
建

円
、
あ
わ
せ
て
一
、
二
四

O
円
が
安
一
ふ
ん
便
検
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

く
医
師
の
指
示
を
受
け
て
駆
虫
さ
れ
る

川
設
現

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
な
り
、

年
税
額
は
六
、
四
五

O
円

一
果
に
つ
い
て
は
整
理
中

で

す

が

、

寄

生

ょ

う

お

す

す

め

し

ま

す

。

川

マ
確
認
申
請
書
は
す
く
な
く
て
も
一

〈改
正
前
七
、
六
九

O
円
〉
と
な
り

一虫
の
保
有
者
に
対
し
て
は
、
ロ
月
末
ま
な
お
次
の
よ
う
な
自
覚
症
状
の
あ
る

川

ケ

月
前
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま

す

。

一

で

に

世

帯

主

に

「

結

果

通

知

書
」
を
郵
人
は
、
と
く
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い白

川
マ
添
付
図
面
と
し
て
、
附
近
見
取
図

V
減
税
は
今
年
度
の
保
険
税
か
ら
実
施
一
送
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

疲
れ
や
す
い
。

微
熱
が

あ

る

。

川

配
置
図
、
各
階
平
面
図
が
必
要
で

し
ま
す
が
、

第

一
、
二
期
分
は
す
で
一
ご
承
知
の
よ
う
に
寄
生
虫
予
防
法
と
肩
が
こ
る
。
眠
き
け
が
す
る
。

川

す

。

下

水

道
の
完
備
し
た
と
乙
ろ

に
納
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
第
一
い
う
法
律
が
あ
る
乙
と
に
よ
っ
て
も
わ
時
々
腹
が
痛
く
な
る
。
腹
が
鳴
る
。
川
で
は
、
し
尿
浄
化
槽
の
詳
細
図
が

三
期
(
ロ
月
)
.
第
四
期
〈
2
月
〉
一
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
寄
生
虫
に
よ
る
便
通
が
な
い
。
め
ま
い
が
す
る
o

m

い
り
ま
す
。

分
で
減
額
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
被
害
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

寄

生

虫

眠

れ

な

い

。

頭

が
重
い
。

川

マ

防

火

、

準
防
火
地
域
で
は
、
木
造

の
保
有
者
は
、
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
頭
が
痛
い
。

腰
が
痛
む
。

酬

の

三

階

建

を

許
可
・し
ま
せ
ん
。

と
、
家
族
に
感
染
す

る

の

は

も

ち

ろ

耳

が

鳴
る
。
か
ら
だ
が
だ
る
い
。
川
マ
防
火
λ

準
防
火
地
域
外
の
増
改
築

ん

、

他

に

広

が

る

お

モ

れ

も

あ

り

ま

す

食

が

す

す

ま

な

い

。

川

の

場

合

は

、

一

0
平
方
メ
ー
ト
ル

中
小
企
業
者
へ

年

末

融

資

EE・祖国園理・DI

フ

と

× 

× 

× 

以
内
で
す
と
、
確
認
申
請
書
は
い
り

ま
せ
ん
。

マ
申
請
書
用
紙
は
、
市
役
所
建
設
課
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

メ
ス
キ
ジ
の
捕
獲

禁
止
期
間
一
年
延
び
る

メ
ス
キ
ジ
は
、
昭
利
初
年
日
月
1
日

か
ら
犯
年
目
月
引
日
ま
で
の
三
カ
年
間

捕
獲
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
さ

ら
に
一
ヶ
年
延
期
と
な
り、

昭
和
白
年

間
月
引
日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

狩
猟
さ
れ
る
方
は
注
意
を
お
願
い
し
ま

す
c

と
し
よ
り
の
精
密
診
査

指
定
日
に
受
け
よ
う

老
人
福
祉
法
に
よ
る
、
と
し
よ
り
の

健
康
診
査
は
、
什
月
中
旬
に
行
い
ま
し

た
。
乙
れ
は
、
市
内
の
六
五
才
以
上
の

老
人
の
五
分
の
一
を
対
象
(
今
回
は
西

布
施
、
松
倉
地
区
)
に
実
施
し
た
も
の

で
す
が
、

一
七
五
人
の
受
診
者
の
う

ち
、
精
密
診
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
が
五
八
人
も
い
ま
し
た。

そ
乙
で
こ
れ
ら
の
方
に
対
し
て

精

密

診

査

を

行

い

ま
ず
か
ら
通

知
を
受
け
た
方
は
、
ロ
月
5
日
か
ら
同

日
ま
で
(
日
曜
除
く
)
の
指
定
H
に
日

本
カ
ー
バ
イ
ド
病
院
で
、
ぜ
ひ
診
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

H

ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
μ

市
民
会
館
で
会
場
の
予
約
申
込
み

師
定
の
声
を
聞
く
と
何
か
し
ら
あ
わ

た
だ
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
ロ
月
に

入
り
ま
す
と
、
忘
年
会
や
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
な
ど
の
計
画
も
あ
ち
こ
ち
で

き
か
れ
ま
す
。

市
民
会
館
で
は
、
ク
リ
ス
マ

ス
パ
ー

テ
ィ
に
は
、
会
館
を
気
軽
る
に
利
用
し

て
い
た
だ
こ
う
と
、
ク
リ
マ
ス
パ
ー
テ

ィ
会
場
の
予
約
申
込
み
を
ロ
月
日
日
ま

で
受
付
け
て
い
ま
す
。

会
場
は
次
の
と
お
り
三
室
を
設
け
、

人
員
に
応
じ
て
使
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

J
H
ぅ
昏

マ
第

一
会
場
H
五
O
人
以
上

一
O
O名

ま
で
の
グ
ル
ー
プ

マ
第
二
会
場
H
三
O
名
以
上
回
九
名
ま

で
の
グ
ル
ー
プ

マ
第
三
会
場
H
二
九
名
以
下
の
グ
ル
l

プ

ど
使
用
の
申
込
み
ゃ
守
っ
て
い
た
だ

く
事
項
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
市
民
会

館
条
例
に
定
め
ら
れ
た
と
お
り
で
す
。

な
お
詳
し
い
乙
と
に
つ
い
て
は
会
館

事
務
所
ハ
電
話
二

¥

l
ノ

ー
一
三

O
二

、

二

¥

}

四
五

O
〉

へ

お

間

島

正

E
5

合
せ
く
だ
さ
い
。

d

，g
M圃
K



(2) 

品
一質
は
年

(昭和問9月13日)
第3種郵便物認可

マ
:
・
乙
と
し
は
台
風
も
な
く
、
ま
こ
と

に
よ
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
秋
野
菜
、

果
実
、
米
、

豆
類
は
、
農
家
の
日
頃

の
技
術
研
究
と
努
力
に
よ
っ
て
、
病

害
虫
を
克
服
し
、
全
国
的
に
史
上
最

高
の
豊
作
と
な
り
ま
し
た
b

魚
津
市

で
は
、
米
は
昨
年
以
上
の
豊
作
と
な

り
、
そ
菜
、
巣
実
類
は
最
大
豊
作
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
一
部
の
そ

菜
類
は
価
格
が
安
く
な
り
、
豊
作
貧

乏
を
招
き
ま
し
た
。
今
後
の
豊
作
対

策
と
し
て
、
貯
蔵
と
平
均
出
荷
、
最

底
価
格
保
証
制
度
の
必
要
性
が
真
剣

に
考
え
ら
れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

出
品
さ
れ
た
農
産
物
の
う
ち
、
果
実

が
も
っ
と
も
多
く
、
中
で
も
リ
ン
ゴ

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

マ
:
・
リ
ン
ゴ
の
品
質
は
、
二

t
三
年
来

急
速
に
向
上
し
、
他
県
産
に
少
し
も

見
劣
り
を
し
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
リ
ン
ゴ
の
中
で
「
国
光
」
は
、

玉
揃
い
、
着
色
が
よ
く
、
今
後
こ
の

品
種
を
増
反
し
て
、
正
月
で
私
加
積

リ
ン
ゴ
に
こ
と
欠
か
な
い
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
。

そ
の
他
の
も
の
で
は
、
日
数
が
経
っ

て
光
沢
が
落
ち
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
新
鮮
度
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

入
賞
品
は
肥
培
管
理
、
整
枝

せ
ん

定
、
病
虫
害
防
除
に
万
全
を
期
し
て

あ
り
、
り
っ
ぱ
な
も
の
で
し
た
が
、

施
肥
の
時
期
を
あ
や
ま
っ
た
た
め

に
、
着
色
の
悪
い
も
の
、
病
害
虫
の

か
い
が
ら
虫
の
被
害
が
あ
っ
た
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

報広市津魚昭和38年 12月1日発行

な
ぜ
選
挙

人
名
簿
に

登
載
さ
れ

な
い
の
か

前

〈第208号)

一
年
前
か
ら
住
民
登
録
を
完
全

に
す
ま
し
、
税
、
そ
の
他
す
べ
て

一
般
市
民
義
務
を
果
さ
せ
な
が
ら
、

市
が
選
挙
人
名
簿
に
登
載
を
洩
ら
し

て
い
る
。
こ
れ
は
登
録
申
請
を
し
な

か
っ
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
住

民
に
対
亨
る
責
任
転
嫁

で
は
な
い

占
M

。
問

〈
口
頭
で

l
村
木
一
住
民
)

々

向
上

マ
・
:
な
し
の
出
品
は
少
な
か
っ
た
が
、

優
れ
た
も
の
が
多
く、

二
十
此
紀
は

貯
蔵
に
苦
心
さ
れ
、
良
好
で
し
た
が

他
の
も
の
は
、

玉
揃
い
、
県
形
、
病

虫
害
防
除
に
難
点
が
あ
り
ま
し
た
。

商
品
と
し
て
価
値
の

あ
る
も
の
に

マ
:・
柿
は
非
常
に
よ
い
も
の
が
出
品
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

富
有
、
平
た
ね
な

し
は
、

果
形
、
玉
揃
い
、
着
色
が
よ

か
っ
た
よ
う
で
す
コ

柿
の
手
入
れ
は

放
任
き
れ
や
す
の
で
、

玉
揃
い
悪
く

病
害
虫
の
あ
る
も
の
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
柿
は
、
商
品
と
し

て
の
柿
作

0
を
し
た
い
も
の
で
す
。

マ
:・
白
菜
は
品
種
統
一
が
な
さ
れ
、
病

害
虫
に
侵
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
商

品
と
し
て
ま
乙
と
に
価
値
の
高
い
も

の
で
し
た
。

一
部
白
菜
畑
に
は
、
病

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原

選
挙
に
使
用
す
る
名
簿
に
は
、

基
本
選
挙
人
名
簿
と
補
充
選
挙

人
名
簿
が
あ
り
ま
す
。

基
本
選
挙
人

名
簿
は
、
毎
年
9
月
日
日
現
在
の
住

民
で
三
ヶ
月
以
前
か
ら
市
内
に
居
住

し
、
選
挙
資
格
の
あ
る
も
の
に
つ
い

て
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
名
簿
を
つ

く
り
、
日
日
間
の
縦
覧
期
間

(
日
月

5
日
か
ら
円
日
ま
で
〉
を
経
て
、
ロ

月
初
日
に
確
定
し
、
向
う
一
年
間
の

選
挙
に
使
用
す
る
も
の
で
す
。

補
充
選
挙
人
名
簿
は、

基
本
選
挙
人

名
簿
に
洩
れ
た
人
や
新
た
に
資
格
の

い
つい
v
た
人
を
登
録
申
請
に
よ
っ
て
登

載
レ、

基
本
選
挙
人
名
簿
と
と
も
に

当
面
す
る
選
挙
に
使
用
し
ま
す
。

あ
な
た
は
、
選
挙
人
名
簿
に
洩
ら
し

た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
住
民
登
録
さ

答

因
は
捌
素
欠
乏
症
状
で
亨
か
ら
堆
肥

の
増
加
と
、
捌
素
肥
料
を
や
っ
て
く

だ
さ
い
。

マ
・
:
ね
ぎ
は
品
質
が
よ
く
、
市
特
産
と

し
て
ま
乙
と
に
優
れ
て
い
ま
す
が
、

し
ま
り
が
不
充
分
な
点
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
施
肥
と
土
寄
せ
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
ι

マ・・・
長
い
も
は
良
質
の
も
の
が
多
か
っ

た
が
、
長
さ
に
気
を
と
ら
れ
た
よ
う

で
す
。

長
さ
よ
り
土
壌
線
虫
の
被
害

の
な
い
中
形
で
揃
い
を
よ
く
し
て
く

だ
さ
い
。
長
い
も
は
栄
養
価
が
高
く

今
後
の
成
長
そ
菜
で
す
か
ら
盛
土
し

て
で
も
増
産
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
・
:
米
、

豆
の
出
品
は
少
く
遺
憾
で
し

た
が
、
出
品
さ
れ
た
も
の
は
、
肥
培
管

理
、病
虫
害
防
除
、乾
燥
に
苦
心
の
あ

と
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
米
は
食
べ
昧

と
品
質
向
上
が
急
務
で
す
の
で
、
品

種
統
一
と
窒
素
の
施
用
量
、
病
害
虫

防
除
を
完
全
に
し
、
乾
燥
方
法
の
改

善
に
全
農
家
が
協
力
し、

魚
津
産
米

の
改
善
に
一
層
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

マ
:・
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、
個
々
で
は

発
展
が
あ
り
ま
せ
ん。

省
力
化
、

機

械
化
、
販
売
流
通
対
策
を
有
利
に
す

る
た
め
に
、
産
米
、
そ
菜
、

・果
樹
、

畜
産
各
団
地
育
成
に
新
し
い
考
え
方

を
し
た
い
も
の
で
す
。

(
写
真
果
実
の
部
の
品
評
会
場
)

貯
蓄
功
労
者
を
表
髭

貯
蓄
の
日
に
ち
な
み
、
金
沢
郵
政
局

で
は
、
郵
便
貯
金
増
強
に
功
労
の
あ
っ

た
団
体
お
よ
び
個
人
を
表
彰

し
ま
し

た。

魚
津
市
で
は
多
年
貯
蓄
増
強
に
坊

績
の
あ
っ
た
村
木
小
学
校
長
、
辻
寛
氏

に
貯
金
局
長
表
彰
(
個
人
)
、
市
教
育
委

員
会
本
吉
稔
氏
に
郵
政
局
長
表
彰
(
団

体
)
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
小
中
学
生
を
対
象
に
貯
蓄
増

強
ポ
ス
タ
ー
コ

γ
ク
ー
ル
を
行
い
、
魚

津
市
で
は
次
の
方
が
入
賞
し
ま
し
た
。

金
賞
リ
山
田
旗
江

(片
員
小
)

平
崎

志
雅
子
(

h
q

)

若
林
け
い
子
(

0

)

吉
本
孝
司

(
大
町
小
)
岡
崎
雄
一

〈
村
木
小
〉

銀
賞
リ
山
下
由
利
子

(
大
町
小
)
中

森
明
美
幽
へ
村
木
小
)
清
水
ひ
ろ
子

(
グ
)
若
林
泰
文
ハ
片
貝
小
〉

れ
た
の
が
、
昨
年
9
月
目
臼
以
降
で

あ
る
た
め
、
も
ち
ろ
ん
基
本
選
挙
人

名
簿
に
登
載
さ
れ
な
い
の
が
当
然
で

す
。
ま
た

4
月
に
は
県
議
会
議
員
選

挙
の
補
充
名
簿

を
つ
く
り
ま
し
た

が
、
あ
な
た
は
登
録
申
請
が
出
さ
れ

な
い
た
め
登
載
さ
れ
ず
、
今
回
の
選

挙
も
同
じ
よ
う
に
申
請
期
間
(
け
月

2
日
か
ら
9
日
ま
で
)
内
に
手
続
き

さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
登
載
さ
れ
な
か

っ
た
わ
け
で
、
名
簿
調
製
の
誤
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
:
・
こ
の
よ
う
に
有
権
者
で
あ
り
な
が

ら
投
票
で
き
な
か
っ
た
方
の
苦
情
も

多
い
よ
う
で
す
が
、
来
年
は
地
方
選

挙
の
年
で
も
あ
り
、
手
続
き
を
し
な

か
っ
た
た
め
に
権
利
を
な
く
レ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

高
校
前
等
に
捨
て
て
お
り
ま
す
。
こ

の
ゴ
ミ
は
で
き
る
だ
け
衛
生
的
な
処

理
を
と
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
、
焼
却
場
の
建
設
ま
で
し
ば
ら
く

お
待
ち
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ゴ
ミ
集
め
の
方
法
に
つ
い
て

も
新
し
い
ゴ
ミ
集
め
自
動
車
一
台
を

購
入
し
て
、

で
き
る
だ
け
能
率
的
に

や
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問

零
細
沿
岸
漁
業
対
策
の
振
興
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

商
工
水
産
課
長

沿
岸
漁
業
振
興
の
対

策
と
し
て
は
、
現
在
漁
港
等
に
対
す

る
投
資
や
県
の
技
術
指
導
員
の
配
置

に
よ
る
指
導
等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

零
細
漁
船
建
造
資
金
の
助
成
、
動
力

化
に
対
す
る
助
成
、

増
殖
事
業
に
対

す
る
補
朗
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

国
の
施
策
も
、
最
近
と
く
に

沿
岸

漁
業
の
振
興
に
重
点
が
お
か
れ
て
お

り
、
今
後
は
、
漁
業
に
対
す
る
国
や

公
共
団
体
の
外
部
的
な
対
策
と
あ
わ

せ
、
内
部
的
に
は
、
企
業
努
力
が
問

題
と
な

っ
て
き
ま
す
a

漁
業
の
中
心

と
な
る
の
は
、
漁
協
で
あ
り
、
役
員
の

駅
前
の
区
画
整
理
な
ど
質
疑

魚
津
地
区
労
主
催
の
市
政
公
聴
会
は、

去
る
川
月
初
日
午
後

7
時
か
ら
村
木
小
学
校
で
ひ
ら
か
れ
、
会
場
に
は
約
五

O
O人

が
集
ま
り
、
大
島
信
夫
氏
の
司
会
で
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
市
長
か
ら
今
年
度
の
予
算
の
概
況
に
つ
づ
き
、
駅
前
地

区
の
都
市
計
画
事
業
、
産
業
道
路
の
完
成
、
道
路
の
舗
装、

国

鉄
の
複
線
電
他
な
ら
び
に
高
架
線
の
問
題
、
中
小
企
業
の
育
成
、

農
業
の
そ
菜
の
増
産
、
住
宅
対
策
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

そ
の
あ
と
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
午
後
9
時
半
に
閉
会
し
ま

し
た
。
そ
の
あ
ら
ま
し
を
次
に
掲
載
し
ま
す
。

問

国

鉄
魚
津
駅
前
区
画
整
理
計
画
に

よ
り
ま
す
と
、
三

0
メ
ー
ト
ル
幹
線

道
路
は
旧
国
道
ま
で

と
な
っ
て
い
る

が
、
将
来
の
魚
津
市
の
発
展
を
考
え

る
と
新
国
道
ま
で
必
要
と
思
う
。
ど

う
し
て
計
画
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

都
市
計
画
課
長

計
閲
区
域
と
し
て
は

魚
津
駅
前
か
ら
新
国
道
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
事
業
の
性
質
上、

建
設
省
の
指
示
も
あ
り
、
駅
前
か
ら

旧
国
道
ま
で
第

一
次
計
画
と
し
て
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
?
す
。

新
国
道
ま
で
の
区
域
に
つ
い
て
は
、

次
期
計
画
と
し
て
予
定
し
て
あ
り
ま

す。

問

魚
津
駅
の
貨
物
ヤ
l
ド
は
拡
張
さ

れ
る
と
き
い
て
い
る
が
、
複
線
電
化

に
よ
り
現
在
の
場
所
で
は
困
難
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

助
彼

魚
津
駅
は
北
陸
線
で
四
番
目
ぐ

ら
い
の
荷
を
扱
っ
て
い
る
そ
う
で
、

現
在
で
も
せ
ま
い
状
態
で
す
。
金
沢

鉄
道
管
理
局
で
も
将
来
、

呉
東
地
区

の
貨
物
の
集
荷
中
心
駅
と
し
て
考
え

て
い
る
関
係
上
、

貨
物
ヤ
l
ド
は
現

在
の
場
所
で
は
計
画
上
困
難
で
、
魚

津
高
校
寄
り
に
変
.史
し
た
い
と
い
う

の
で
、
さ
き
ご
ろ
用
地
の
あ
っ
せ
ん

を
依
頼
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
用
地

は
約
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
んを
無

償

で
、
更
に
建
設
費
用
と
し
て
一

億
八

千
万
円
程
度
の
鉄
道
利
用
債
の
引
受

け
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
申
し
入

寄

付

ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
|

一

万

円

下

新

町

朝

本

善

英

(亡
妻
ソ
ノ
殿
の
遺
志
に
よ
る
〉

七
千
円
田
方
町
株
式
会
社
五
先

代
表
取
締
役

山
田
喜

一
郎

(社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て
)

五

千

円

宮

津

田

代

昭

夫

(
亡
父
忠
雄
殿
の
遺
志
に
よ
る
〉

二

千

円

魚

津

製

作

所

社

宅

一

同

三

百

円

大

光
寺

石

沢

松

夫

(拾
得
物
届
出
報
労
金
〉

〈
市
民
会
館
建
設
寄
付
金
〉

一
万
八
千
二
百
円
六
郎
丸
三
区

代

表

川

西

清

百

三
千
円
平
伝
寺
一
区
代
表
高
野
幸
一

一
万
六
千
円
経
団
旭
町

代

表

朝

野

治

れ
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
議
会
と
話
し
た

結
果
、
現
在
の
市
の
状
況
か
ら
し

て
、
ま
こ
と
に
大
き
な
問
題
で
は
あ

り
ま
す
が
、
将
来
の
市
の
発
展
の
た

め
、
乙
れ
に
応
ず
べ
き
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
地
元
の
方
に
そ
の

事
情
を
訴
え
て
交
渉
し
た
と
こ
ろ
、

用
地
は
確
保
す
る
見
込
み
を
も
っ
て

お
り
ま
す
。

乙
の
駅
の
整
備
に
よ
り
、
名
実
と
も

に
呉
東
の
経
済
中
心
都
市
に
な
る
の

で
ほ
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

間

農
村
の
労
働
力
は
、
大
企
業
へ
集

中
化
の
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
農
村

に
と

っ
て
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
市

と
し
て
労
働
力
の
低
下
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

農
林
課
長

農
業
労
働
力
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
は
、
他
産
業
に
く
ら
べ
て

所
得
格
・
売
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
少
し
で
も

農
業
収
入
を
多
く
す
る
乙
と
で
、
あ

る
程
度
ま
で
農
業
労
働
力
を
確
保
で

き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

つ
ぎ
に
格
差
是
正
と
い
う
点
か
ら
農

業
の
改
善
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
一

日
も

早
く
農
業
構
造
の
改
善
を
は
か
つ

費
任
芯
重
大
さ
を
噌
し
ま
し
た
。
ま

て
、
不
必
要
な
労
働
力

を

は

ぶ

い

て

た

従
事
者
の
努
刀
と
い
う
乙
と
に
つ

い

き

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

い

て

は
、
生
雄
者
が
団
結
し
て
協
業

従
っ
て
対
策
と
し
て
は
、
労
働
力
を
化
、
近
代
化
を
は
か
ら
ね
ば
な
り
ま

確
保
す
る
持
別
の
条
例
も
な
い
の
せ
ん
u

で
、
農
業
従
事
者
の
自
覚
と
協
力
の
昭
和
刊
年
か
ら
は
地
底
収
誇
事
葉
が

も
と
に
推
進
す
る
方
法
し
か
な
い
の
す
す
め
ふ
-
れ
ま
す
が
、
来
年
度
は
準

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
備
段
階
に
入
る
の
で
、
モ
デ

ル
地
区

し
て
で
き
る
だ
け
農
業
を
魅
力
の
あ
と
し
て
魚
津
を
中
心
じ
す
す
め
て
い

る
も
の
に
し
て
い
き
、

農
業
労
働
力
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

を
確
保
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
間
総
合
グ
ラ
ン
ド
は
、
路
地
工
事
だ

問

魚
津
高
校
前
の
ゴ

ミ
の
処
躍

は

非

け

を

終

っ
た
が
、
そ
の
後
の
建
設
状

常
に
不
衛
生
で
あ
り
、
こ
の
ゴ
ミ
の
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
。
か
し

処
理
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を

市
長

総
合
グ
ラ
ン
ド
は
、一

昨
年
自

も
っ
て
い
る
の
か
。

衛
隊
に
よ
り
路
地
工
事
を
終
り
ま
し

保
険
衛
生
課
長

ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
い
た
が
、
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

て
は
誠
に
ご
迷
感
を
お
か
け
し
て
お

の
は
実
情
で
あ
り
ま
す
。
む
ろ
ん
ス

り
ま
す
。
今
年
度
は
、
一
日
二

O
ト

ポ

l
ツ
向
上
の
場
と
し
て
、
ま
た
融

ン
程
度
の
処
理
能
力
を
も
っ
焼
却
場
い
場
と
し
て
一
日
も
早
く
完
成
し
た

の
建
設
を
予
算
佑
し
て
い
ま
す
が
、
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

設
置
場
所
が
ま
だ
決
ま
っ
て
お
り
ま
こ
と
し
は
、
一
き
ょ
に
完
成
し
よ
う

せ
ん
の
で
、
早
く
決
定
し
て
建
設
し
と
さ
き
ご
ろ
か
ら
乙
れ
に
対
す
る
起

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

債
を
申
請
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

市
の
特
別
清
掃
区
域
内
の
ゴ
ミ
は
、
ほ
ど
九

O
O万
円
の
起
債
が
内
示
と

一
日
に
約
一
二
ト
ン
が
排
出
さ
れ
る
な
り
ま
し
た
の
で
、

直
ち

に

て

こ

勘
定
と
な
り
、
現
在
乙
れ
ら
を
魚
津

O
O万
円
程
度
の
予
算
で
着
工
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
総
合
グ
ラ
ン
ド
は
三

O
Oメ
1

.
ト
ル
の
ト
ラ
ッ
ク
と
一

O
Oメ
i
ト

ル
の
直
線
コ

1
ス
を
と
り
、
野
球
場

を
兼
ね
そ
な
え
た
も
の
と
し
、
ス
タ

ン
ド
は
土
盛
で
す
が
、
グ
ラ
ン
ド
は

で
き
る
だ
け
侵
透
性
の
あ
る
も
の
と

し、

周
囲
の
排
水
を
よ
く
し
、

三
種

公
認
陸
上
競
技
場
と
し
た
い
考
え
を

も
っ
て
い
ま
す
。

間

最
近
小
中
学
校
の
税
外
負
担
が
多

く
、
そ
の
し
わ
寄
せ
は
家
計
に
大
き

く
ひ
び
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
負

担
を
な
く
す
る
よ
う
教
育
貨
を
増
額

し
て
ほ
し
い
。

助
後

P
T
A
の
負
担
が
父
兄
に
大
き

く
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
乙
と
で
す

が
、
議
会
が
あ
る
た
び
に
当
局
に
対

し
て
、
P
T
A
負
担
を
な
く
す
る
よ

う
要
望
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
税
外
負
担
に
つ
い
て
は
教
育
委

員
会
の
承
認
を
得
た
上
で
、
P
T
A

に
お
願
い
す
る
と
い
う
関
係
上
、
委

員
会
で
は
、
十
分
検
討
し
て
や
む
を

得
な
い
も
の
の
み
認
め
て
い
る
状
態

で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
義
務
教
育
は
、
市
の
責
任
に

お
い
て
全
額
を
負
担
す
る
の
は
当
然

で
す
が
、
現
状
に
お
い
て
は
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
非
常
に
多

く
、
十
分
手
が
ま
わ
り
か
ね
て
い
る

よ
う
な
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

今
後
市
と
し
て
も
、
教
育
費
を
で
き

る
範
囲
に
お
い
て
計
上
し
、
極
力
そ

う
い
う
負
担
の
な
い
よ
う
に
し
た
い

と
弓
え
て
い
ま
す
。

問

新
産
都
市
の
区
域
指
定
に
と
も
な

っ
て
、
新
川
地
区
が
一
丸
と
な
り
格

差
是
正
の
た
め
、
開
発
計
画
を
た
て

ら
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
な
政
策
が

打
出
さ
れ
た
か
ど
う
か
。

助
役

新
聞
等
で
ζ

ら
ん
に
な
っ
て
お

ら
れ
る
と
お
り
、
新
川
地
域
開
発
協

の
会
長
に
魚
津
市
長
か
選
任
さ
れ
、

県
当
局
に
強
く
加
入
を
申
し
い
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
上
市
、

滑
川

の
低
開
発
地
域
と
い
う
カ
べ
が
あ
っ

て
加
入
に
つ
い
て
は
、
特
別
の
条
件

の
も
と
に
、
日
応
新
産
都
市
加
入
を

あ
き
ら
め
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
見
返
り
と
し
て
.
工
業
開
発
都
市

と
し
て
、

十
分
に
考
慮
し
た
い
と
知

事
も
市
長
に
言
明
し
て
い
ま
す
。

乙
れ
に
と
も
な
っ
て
、

県
に
お
い
て

地
域
明
発
課
を
設
け
て
犯
年
度
か
ら

新
川
地
域
に
対
す
る
開
発
を
積
極
的

に
計
画
す
る
乙
と
に
な
り
、
市
で
も

具
体
的
な
計
画
を
ま
と
め
て
、
そ
の

作
成
を
い
そ
い
で
い
る
状
況
で
あ
り

ま
す
d

ハ
写
真

村
木
小
学
校
で
の
市
政
公

聴
会
〉

互り 12
い、月
にすは
注り
意 なあ
しどき
まがす
しふ
よえ万
うま引
。す
。押

お売

市税の納付については格別のと協力を賜

り厚くお机申しあげます。

住みよい豊かな街を築くためには、市民

1人 1人の市税の完納がなくてはできませ

んo

みなさんには歳末資金繰りの都合もある

かと存じますが、12月納期の市税はもとよ
り、未納金も年内に納入くださいますよう

お願いします。

住

民

登

録

3期分固定資産税

国民健康保険税

ーこんなとき必ず届出を-

一

農
産
物
品
評
会
は
、
去
る
同
日
か
ら
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た

一
が
、
会
場
に
は
約
三
六

O
点
の
み
ご
と
な
そ
菜
や
果
実
類
が
出
品
さ

一
れ
、
審
査
の
結
果
七
三
点
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

一
で
は
次
に
今
回
の
品
評
会
の
講
評
を
農
業
改
良
普
及
所
に
き
い
て

一
み
ま
し
た
。

註b
E乏

産

物

評
A、
Z玉三

講

評

3期分他の市町村から転入されたときov 

¥れjに
3f浩之

納期は

1 2月25日です

市内で住所を変更されたとき。

世帯人員や氏名に変更があっーたとき。

世帯主の死亡その他で変ったとき。

v 

v 

v 


